
　北清商事株式会社

環境活動レポート

令和　５年　８月　３０日

令和４年７月～令和５年６月



令和5年7月1日

北清商事株式会社

代表取締役　川井　千香子

　　要求事項を遵守いたします。

３．当社では、環境方針を全従業員に周知徹底し、全員が創意工夫して推進していきます。

４．当社では、環境目的および目標を設定し、変化する経済状況、経営環境に応じて

　　改定いたします。

環境方針

１．当社では、事業活動が環境に及ぼす影響を認識し、環境汚染の防止に努めます。

専務取締役　古谷　仁

　　又、環境マネジメントシステムの継続的改善を行っていきます

２．当社では、環境マネジメントシステムに関する法規制および当社が同意したその他の

環境理念

私たちは、目の前の身近な環境を大切にします。小さな積み重ねを続けることが

地球環境保全という大きな成果に繋がっていくと考え、資源の無駄使いをせず

廃棄物のリサイクルと適正処理を通じて環境保全活動を推進していきます。



1． 事業所名及び代表者氏名

：　北清商事株式会社

：　代表取締役　　川井　千香子
：　専務取締役　　古谷　仁

２． 所在地　（認証範囲における事業所名とその住所）

本社　：　北海道札幌市東区北丘珠４条４丁目３番１２号
倉庫　：  北海道札幌市北区拓北４条１丁目５９番３号（無人）

３． 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

：　取締役事業部長　　田中　雅章

：　北海道札幌市東区北丘珠４条４丁目３番１２号

：　TEL　　（０１１）　７９１－０１３１ ：　FAX　　（０１１）　７９１－０１５４

４． 事業内容の概要（認証範囲における業務範囲）

：　古紙回収業

：　機密書類の現場シュレッダー裁断処理　JIS Q 27001:2014（ISO/IEC 27001:2013）

：　産業廃棄物収集運搬業

：　特別管理産業廃棄物収集運搬業

５． 事業の規模

活動規模 単位 　　令和４年事業年度（令和４年７月～令和５年年６月）

売上高 百万円 862

従業員 人 42

社屋床面積 ｍ2 645

倉庫床面積 ｍ2 395

６． 情報公開項目

①　法人設立　　　　昭和５３年７月

②　資本金　　　　１，０００万円

③　役員 代表取締役会長　 　　川井　雄一

代表取締役社長 　　川井　千香子

専務取締役 　　古谷　仁

取締役 　　大作　佳範

取締役 　　田中　雅章

監査役 　　三上　聡



④組織図 代表取締役　川井　千香子（最高経営層）

専務取締役　　　古谷　仁（最高経営層）

取締役　田中　雅章（環境管理・ISMS統合管理責任者）　

幹部会(情報セキュリティ委員会を含む)

⑤許可の内容
北海道

北海道

積替保管なし。
札幌市

北海道

に限る)　面積1.50ｍ2　保管条件0.90ｍ3
以上4項目は石綿含有産業廃棄物であるもの及び水銀含有ばいじん等であるものを含まない、また
水銀使用製品産業廃棄物であるものを含むものは③及び④に限る。

廃棄物再生事業者登録　登録番号第66号
登録年月日：　平成１３年６月２９日
廃棄物の再生に係る事業の内容：古紙の再生

場所：東区北丘珠４条４丁目
①廃ＯＡ機器、廃家電品(廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず(工作物の新築、
改築又は除去に伴って生じたものを除く)に限る)　面積2.10ｍ2　保管上限4.12ｍ3
②廃タイヤ(廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ類、金属くずに限る)　面積1.00ｍ2　保管上限0.70ｍ3
③廃電池(汚泥、金属くずに限る)　面積0.07ｍ2　保管上限0.04ｍ3
④廃蛍光管(属くず、ガラスくず、コンクリートくず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く)

ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く)
及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿(畜産農業に係るものに限る)、
動物の死体(畜産農業に係るものに限る)、ばいじん(法で規定される施設から発生し、集じん施設で
集められたものに限る)。以上18種類は石綿含有産業廃棄物であるもの、水銀使用製品産業廃棄物
であるものを含む。
(2)積替え又は保管の有無　あり

産業廃棄物収集運搬業　許可番号　第05110048932号
許可年月日：　令和４年６月２０日
許可有効年月日：　令和９年６月１９日
事業の範囲(一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物を除く)
(1)産業廃棄物の種類
燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、

コンクリートくず及び陶磁器くず(石綿含有産業廃棄物を含む)、鉱さい、がれき類(石綿含有産業廃棄物を含む)
動物のふん尿、動物の死体、ばいじん。積替保管なし。

特別管理産業廃棄物収集運搬業　許可番号　第00150048932号
許可年月日：　令和　元年１２月２１日
許可有効年月日：令和　６年１１月２９日
事業の範囲：廃油(揮発油類、灯油類及び軽油類)、廃酸(pH2.0以下のもの)、廃アルカリ(pH12.5以上のもの)

産業廃棄物収集運搬業　許可番号　第00100048932号
許可年月日：　令和　元年１２月２１日
許可有効年月日：　令和　６年１１月２５日
事業の範囲：燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ(石綿含有産業廃棄物を含む)、
紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、ガラスくず

業務部

業務部　第一業務（段ボール部門）

　業務部　第二業務（シュレッダー部門）

業務部　第三業務（産廃部門）

営業部　営業グループ

営業部　管理グループ

営業部　コンサルグループ

営業部



⑥業務使用車両の概要
令和５年６月現在

車名 初年登録年月 車両登録番号 最大積載量（㎏） 形　状
1 いすゞ 令和４年３月 札幌８００は５５５６ 3,900 塵芥車
2 いすゞ 令和３年１１月 札幌８００は５４７７ 3,900 〃
3 いすゞ 令和２年８月 札幌８００は５１７０ 3,900 〃
4 いすゞ 令和２年６月 札幌８００は５１４０ 3,950 〃
5 いすゞ 令和元年６月 札幌８００は４９３５ 3,400 〃
6 いすゞ 令和元年６月 札幌８００は４９２７ 4,000 〃
7 いすゞ 平成３０年８月 札幌８００た１１４０ 1,500 〃
8 いすゞ 平成３０年８月 札幌８００た１１３９ 1,500 〃
9 いすゞ 平成３０年４月 　　札幌８００た７２９ 1,500 〃
10 いすゞ 平成２９年１１月 札幌８００そ９６０４ 1,550 〃
11 いすゞ 平成２９年８月 札幌８００そ９２６０ 1,600 〃
12 いすゞ 平成２８年１１月 札幌８００そ８２９７ 1,500 〃
13 いすゞ 平成２８年５月 札幌８００そ７６８３ 1,650 〃
14 いすゞ 平成２７年８月 札幌８００そ６７７２ 2,800 〃
15 いすゞ 平成２５年１１月 札幌８００そ４６０２ 1,850 〃
16 いすゞ 平成２０年９月 札幌８００せ８０６２ 2,050 〃

17 日野 令和５年５月 札幌１００な２６４４ 2,000 箱車
18 日野 令和４年１１月 札幌１００ひ３１９０ 4,000 ユニック車
19 日野 平成２８年３月 札幌１００つ７７６３ 3,450 平車
20 いすゞ 平成２４年９月 札幌１００て３７２０ 2,550 ユニック車
21 日野 平成２４年３月 札幌１００ち３０９５ 3,750 箱車
22 いすゞ 平成２２年５月 札幌１００た８０２５ 3,000 〃
23 日野 平成２１年５月 札幌１００た３５９２ 2,000 平車
24 いすゞ 平成２０年１２月 札幌１００つ３８３８ 4,000 箱車
25 いすゞ 平成２０年２月 札幌１００そ８６８４ 3,000 〃

26 日野 令和５年３月 札幌１００な２０４５ 1,900 シュレッダー車

27 日野 平成３１年２月 札幌１００て８３３０ 1,950 〃
28 日野 平成２６年７月 札幌１００つ１７０４ 2,000 〃
29 日野 平成１９年４月 札幌１００た１１８５ 2,050 〃
30 日野 平成１６年２月 札幌１００せ４４００ 1,900 〃



⑦受託した廃棄物の処理量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２２年（　令和　４年　　７月　～　　令和　５年　６月）

廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t）

廃プラスチック類 2,803.101

金属くず 1,775.049
ガラス・コンクリート及び陶磁
器くず

375.977

木くず 40.217

燃えがら 0.120

汚泥 119.280

がれき類 172.400

廃石膏ボード 22.135

廃油 3.980

廃酸 0.010

廃アルカリ 10.010

石綿含有廃棄物 5.800

蛍光灯・水銀ランプ 8.000

電池類 6.786

廃電気機械器具 13.292

動植物性残渣 57.240

5,413.397

扱い量（ｔ）

段ボール古紙 35,543.790

古紙 1,739.660

牛乳パック 59.940

シュレッダーくず 1,283.580

ビンカンペット 107.871

38,734.84

※データー管理は全拠点集計表参考

※リットル比重は札幌市換算係数

◎まとめ 受託した廃棄物数量：前年対比
【産業廃棄物収集運搬数量　（ｔ）　】

前年 5,065.58 今年　 5,413.40 106.87%
【古紙：収集運搬（委託を含む）扱い数量（ｔ）　】

前年 41,553.16 今年　 38,734.84 93.22%

７． 環境活動レポートの対象期間と発行日

表紙に記載

処理方法等

（ⅰ）収集運搬

収集運搬数量合計

古紙数量

（ⅰ）収集運搬（委託含む）扱い数量

古紙扱い数量合計



８． ①環境目標、行動計画及びその実績

●環境目標の設定について
当社は、2005年3月31日にＩＳＯ14001を取得以来環境マネジメントシステムの運用により
環境負荷低減に努めてまいりました。
このため、二酸化炭素排出量削減、水使用量削減、廃棄物排出量削減に関しては十分に
限界まで達成しているとの判断から、目標設定は行わず環境負荷状況を悪化させないために
手順を順守するという維持管理で対応することを決定しました。
ただし、収集運搬車両の軽油使用量の削減または適正使用に関しては、当社としての最も取り
組むべきものとして、燃費の向上を目標として設定しています。
また、収集運搬の効率化のため、ルートの見直し・収集方法の改善等の取り組みを継続することとし
維持管理項目の行動計画といたします。
重ねて車両の大型化については入替時は燃費効率の良い車両としています。
また、化学物質はPRTR物質を含むものは使用していません。
グリーン購入は既に100%実施していますので、維持管理としています。

●　2022年度環境目標と行動計画（2022年7月～2023年6月）

「エコドライブの実践」 安全大会の実施

◎古谷部長 運用手順書の励行

主：田中部長 「車輌管理」

副：岩崎課長 監視項目：一旦停止

「法令の順守」 副：霜鳥係長 監視項目：燃費実績

副：安部係長 ドライブレコーダーの活用

副：金野係長 　　

副：山口主任 監視項目：アルコール

アルコールチェックの実施 副：澤谷主任 監視項目：リスク管理

企業防災（ＢＣＰ）対応 副：大久保主任監視項目：感染予防対策

　　

●　中期環境目標と次年度以降の行動計画（2023年度～2025年度）

「エコドライブの実践」 安全大会

運用手順

副：岩崎課長 「車輌管理」

副：霜鳥課長 監視項目：一旦停止

副：大久保課長

2024年度燃費 副：金野係長 監視項目：燃費実績

前年度実績1％向上 副：安部係長 ドライブレコーダー活用

2025年度燃費 副：山口係長 監視項目：アルコール

前年度実績1％向上 アルコールチェックの実施 副：橋本主任 監視項目：リスク管理

企業防災（ＢＣＰ）対応 服：渡辺主任 ＢＣＰ運用確認

ドライブレコーダーの共
有化と有効活用

○一旦停止の実践

平ボディ車年間目標km/ℓ 5.14
箱車年間目標km/ℓ 5.14 「法令の順守」

○燃料消費の削減

又は監視項目

2023年度燃費

パッカー車年間目標km/ℓ 3.30 ○安全運転の励行
3.70

前年度実績1％向上

全車年間目標km/ℓ ◎田中部長○予見運転の励行

環境目標
行　　　　動　　　　計　　　　画

行動内容
場所

責任者
作業手順書

設備等

箱車年間目標km/ℓ 5.24

5.34 5.23 5.10 5.28

平ボディ車年間目標km/ℓ 4.77
4.93 4.63 4.43 4.00

業務部車輌

全車年間目標km/ℓ 3.66
3.70

3.31 3.26 3.19 3.35 ドライブレコーダーの
共有化と有効活用

○予見運転の励行
○安全運転の励行

2022年度
環境目標

3.65 3.52 3.74
○燃料消費の削減

2022年度実績燃費　１％向上
第１四半

期
第２四半

期
第３四半

期
第４四半

期

パッカー車年間目標km/ℓ 3.27

行　　　　動　　　　計　　　　画

行動内容
場所 責任者及び 作業手順書

設備等 又は担当者 又は監視項目

○一旦停止の実践

社内

コロナウィルス感染防止
社内

業務部車輌



●維持管理項目の行動計画

○二酸化炭素排出量削減
収集運搬車両：　効率化へのルート改善と車両の大型化への移行と、時間短縮に向け継続実施します。
電気　：　オフィス業務での使用に限られ、「未使用の照明を消す(トイレ、会議室、休憩室等）」
　　　　　　「１時間以上の退席の場合はパソコンの電源をＯＦＦにする」
　　　　　　「電気スイッチ部分に　節電メッセージシールをはる」手順に準ずる。
　　　　　　オフィス照明はＬＥＤの継続
　　　　　　エアコンは温度管理を行い無駄に使用しない。
　　　　　　屋外照明の季節（日照時間）に応じた照明タイマーの管理。
灯油　：　冬期間のオフィスの暖房に限られますが、「暖房時のドアの開け放ちはしない」
　　　　　　「室温状態を確認しながらこまめな室温管理」、「暖房エネルギー節約メッセージを各室内にはる」
　　　　　　手順はきちんと守る。
　　　　　　暖房用ボイラーは省エネ型。年に一回メンテナンスを行う。
○水使用量削減
　　　　　　当社の水使用は、給湯と手洗いに限られ、無駄にしない手順はきちんと守る。
○廃棄物排出量削減
　　　　　　当社から排出する廃棄物は少量の事業系一般廃棄物が中心で、自社車両により札幌市
　　　　　　指定の処理場へ搬入してます。
　　　　　　産業廃棄物排出時は法に従い分別し、自社で処分場に搬入します。
　　　　　　古紙及び瓶・缶・ペットボトルはリサイクルにしています。
○グリーン購入
　　　　　　ＯＡ機器、事務消耗品はエコラベル付きを購入することを決定し、実施しする。
　　　　　　以上のように今後も引き続き環境負荷低減に継続的に取り組んでいきます。
○化学物質
　　　　　　化学物質は車両の塗装のタッチペイント用に少量の塗料を必要時に都度購入。
　　　　　　可能な限り水性塗料の使用を優先していきます。

９．　2022年度の環境目標の実績と結果、及び環境活動計画の取組結果とその評価
①環境目標の実績と結果

結果は、箱車以外の車種で目標１％向上を達成。
今年度は箱車以外で目標を達成しており、コースルート改善、業務効率化など取組みの表れだと考えられる。
次年以降も燃費向上目標については数値の見える化として取り組み、今後も継続して安全衛生会議において毎月の
観察項目として進捗報告を行い意識の向上を図り、取り組みを継続する。

②総二酸化炭素排出量
　令和４年７月～令和５年６月　
　　585,014.61　kg-CO2　（トドック電力二酸化炭素排出係数0.470kg-CO2/kWh：2021年度)

【参考】 　令和３年７月～令和４年６月　 622,824.56　kg-CO2
前年比９４％と６％強の削減に成りました。

要因として、燃料軽油の使用量が前年より１３，３００ℓ減少と灯油の使用量も減少になったことが考えられます。
今後も、回収効率を図り燃費向上の取り組み進める。
また、より多くの廃棄物の再資源化・リサイクルの推進と環境負荷への対応と社会貢献に努めます。

平ボディ車 4.77 5.090

2022年度燃費

車　種

106.71% 達成
箱　　　車 5.24 5.090 97.14% 未達成

達成
3.27 3.270 100.00% 達成

全車両 3.66 3.670 100.27%

実　　　　　　　　　績 結　　　　　　　　果
目標km/ℓ 実績km/ℓ 目標比 達成状況

パッカー車



③維持管理項目等の実績と評価　令和４年７月～令和５年６月
 (昨年実績：平成２年７月～令和３年６月）

前年比 評　　価
通常の使用量

気候による自然減

通常の使用量

通常の使用量

コースの見直しなど

自然減

通常廃棄

通常廃棄

※化学物質　PRTR物質の使用実績、保管実績なし
行動計画評価：環境管理責任者によって管理を行い把握し適正な取り組みと行動を実施していることを確認した。

④維持管理項目（行動計画）の次年度の取組内容
○二酸化炭素排出量削減
収集運搬車両：　効率化へのルート及び収集方法の改善と車両の大型化への移行、作業時間の短縮。
電気　：　「事業所省エネ」運用手順書の実践と継続
灯油　：　「事業所省エネ」運用手順書の実践と継続
○水使用量：無駄使いしないことを継続
○廃棄物排出量削減
　　　　　　事業系一般廃棄物の削減する手順を継続して実施します。
　　　　　　古紙及び瓶・缶・ペットボトルはリサイクルを継続して実施します。
○グリーン購入
　　　　　　ＯＡ機器、事務消耗品はエコラベル付きを購入することを継続して実施します。
○化学物質
　　　　　　使用量はごく少量ですが、継続して実施します。
以上のように次年度も引き続き環境負荷低減に継続的に取り組んでいきます。

⑤その他の環境活動
コロナ禍において活動自粛に至る中でコープさっぽろ様主催の「Ｈｏｋｋａｉｄｏ海のクリーンアップ大作戦」
海辺のゴミ拾い清掃を行い海洋汚染の一助として活動に参加。

１０．　環境関連法規等は遵守しています。
環境関連法規等の違反・指導及び環境に関する苦情・訴訟などはありませんでした。

１１．　代表者による全体評価と見直し結果
環境方針、環境目標、環境活動計画、環境マネジメントシステムの変更はありません。
実施体制の変更として代表者が変更になっております。
引き続き自社の環境負荷低減とお客様の環境負荷低減に貢献してまいります。

産業廃棄物 1,870.0

品　　目 単位 使用量 昨年実績
電力

96.5%

L 450.0
水道使用量 ㎥ 212.0 238.0

0.4 0.6
6,638.2

ｋｗｈ 21,369.0 23,137.7 92.4%
6,881.0

液化石油ガス(LPG) kg
13,530.3 15,092.1

軽油 L 204,283.1 217,586.8

680.0 1,120.0事業系一般廃棄物 kg

ガソリン L

灯油 L

24.1%

60.7%

66.7%
89.7%
93.9%
89.1%


